２　弥生時代前期の玉作り

　縄文時代の生業は狩猟、漁業と植物の採取が主であったといわれている。縄文時代の遺跡から多量の木の実が蓄えられた貯蔵穴が出土することから、狩猟などによる移動から定住へと変わっていく。焼畑を含む畑作に比べ水田稲作は、はるかに安定した収穫が期待できる。弥生人は、稲作を中心とする農耕に生き、鉄と青銅器を使うようになったといわれている。

　長瀬高浜周辺には、いつごろから人が住み始めたのだろうか。このことについて発掘調査報告書の中で次のように述べている。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（３）),「旧)石器時代から縄文時代まではほとんどその痕跡がみられません。わずかに旧天神橋北側の河床から縄文時代中―後期の土器片が採集されているにすぎない。また縄文時代晩期の後半代に盛行する凸帯を持つ甕や鉢の小片が高浜遺跡からわずかに出土している。」


　水稲栽培が始まった弥生時代になると生活の痕跡は急に多くなり、弥生時代前期の玉作り工房址４棟と住居址２棟、古代朝鮮形式の無文土器の破片や、朝鮮半島で無文土器と同時代の磨製石器の鏃、剣片、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おの),斧)などが数点見つかっている。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（４）),「長)瀬高浜遺跡の玉作り工房跡は、遺跡の南東部分に位置する。周辺に数棟の弥生時代前期の竪穴住居跡をもち、北東側のやや高い場所に墳墓群をもつ、当時としては、大集落の中につくられている。工房の規模は、直径７メートルの円形竪穴住居で、６本の柱穴と中央部に楕円形の特殊ピットとよばれる穴をもっていた。工房内からは軟質の碧玉材の原石、未成品類と、工具として使用されていたらしい石、土製の円板、それにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きり),錐)として用いたと考えられる多量のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぎよくずい),玉髄)の針状破片が出土している。

　管玉つくりの技術面からいえば、弥生時代中期の玉生産地である北陸地方や佐渡の溝切り技法や押圧剥離技法をもたず、より単純な研磨と輪切り状溝切り技法であり、玉髄片の針を使う錐の存在などから、現在日本で確認されている弥生時代の管玉製作技法のなかで最古の技法であろう。」といわれている。

　弥生文化を考えるうえでも、この工房址から出土したものは全国的に注目されている。道具も含めて、この玉作り関係の考古資料は一括平成４年４月に、次のとおり県の保護文化財に指定された。
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